












































































能の広汎性発達障害２名）、LD 児４名（言語性 LD２名、非言語性 LD２名）、ADHD 児３名、境
界知能児１名であった。ただし、HFPDD 児と LD 児のうち５名は ADHD 症状を合併しており、
HFPDD と LD 症状を併せ持つ者も４名みられた注２）。
どの対象児も福井 LD 研究会（三橋ら，１９９７）が主催する「たんぽぽ療育教室」に参加してお







遅れを中核症状とする高機能広汎性発達障害群（HFPDD の診断範疇に入る児；以下 PDD 群）と、
社会性の発達が未熟ではあるが、注意・記憶力の障害や学習の遅れを主症状とする学習障害群
（LD 児、ADHD 児、境界知能児；以下 LD 群）の２群に分けて比較検討することとした。
LD 群は８名（男子５名、女子３名；１０：０９～１４：０８歳、平均年齢１３：００±１歳）、PDD 群は
７名（男子５名、女子２名；１０：００～１４：１１歳、平均年齢１２：１１±１歳）であり、両群の年齢や







































































反応タイプ 評 価 基 準
状 況 型 主に、状況説明文に基づいて判断
表 情 型 主に、表情図の表情に基づいて判断





















































































































































結果から、PDD 児の方が LD 児より感情認知能力が低いとは言えないが、PDD 児では判断はで
きても、情報を統合して推理する力が良好ではないこと、また、本課題材料に関する限り、中核








































































LD 児と HFPDD 児の間には、全体を通じた一貫した差は必ずしも得られなかったが、換言す









注２）LD、ADHD、HFPDD の重複については、国際分類の DSM-Ⅳ（１９９２）では、LD と ADHD の合併はあるが、
図８．ソーシャルスキル調査の平均評定点（保護者）
三橋・中村：軽度発達障害児の他者認知に関する検討－感情認知課題と間接発話課題からみた特性－ ５１
HFPDD と LD、HFPDD と ADHD の重複診断は認められていなかったが、DSM-Ⅳ-TR（２０００）では緩和さ
れ、三者の重複もあり得るとされている。
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